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調査報告 

調査の概要 

学校法人赤山学園 九州技術教育専門学校は令和６年度文部科学省委託事業「地方やデジタ

ル分野における専修学校理系転換等推進事業」において、「IoT イノベーションデザイン

学科新設のためのカリキュラム開発事業（略称 IID プロジェクト）」を行っており、時代

に合った IT やクリエイティブ (IoT や UX デザイン) を中心とした実践的なカリキュラ

ムの開発を目指しており、以下、３種類の調査を実施した。 

 

1. デスク調査 A：IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査 

2. デスク調査 B：企業に必要とされているスキルやニーズの調査教育 

3. オンラインインタビュー調査：企業・自治体との 1 対１オンラインインタビュー 

調査の目的 

1. デスク調査 A： IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査 

IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発を行うにあたり、

既存の教育機関による IoT・UX デザインに関する学科やカリキュラムの傾向、導

入されている事例をインターネットで公開されている情報を元に調査し、現状の把

握、そして、今後のカリキュラム開発を進める上で客観的なデータとして参考にす

る。 

 

2. デスク調査 B：企業に必要とされているスキルやニーズの調査 

IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発を行うにあたり、



   

 

   

 

企業側で必要とされるスキルやニーズ、今後伸びる可能性のある分・開発野、人手

不足になりうる分野などインターネットで公開されている情報を元に調査し、将来

を見据えたより実践的なスキルを習得できるようなカリキュラム開発に繋げる。 

 

 

3. オンラインインタビュー調査 ：企業/自治体対象 1 対１インタビュー調査 

IoT・UX デザイン教育の実態や現状についてデスク調査の結果を仮説とし、企業・

自治体でどのようなスキルが即戦力として必要とされているのか、企業が必要とし

ている人材、採用・地域課題についてインタビュー調査し、将来性を見据え即戦力

が身に付く実践的なカリキュラム開発に繋げる。 

 

 

調査内容 

1. デスク調査 A：IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査  

調査対象 

• 国内外の専修学校・大学・専門職大学に関するインターネット上で公開されている

情報や教育機関、及び政府機関ウェブサイト 

調査期間 

• 2024/10/28 - 2024/11/15  

調査方法 

• 情報源の選定 



   

 

   

 

o 調査を行うにあたりプロジェクト関係者等へ事前ヒアリングを実施。調査

で明らかにしたいことをシートにまとめ、それらを調査すべく以下のツー

ルを活用し情報の選定を実施した。 

• 情報収集ツール 

o Google Chrome (キーワード検索) 

o ChatGPT-4o  

o Copilot (GPT-4 アーキテクチャ版) 

o 大学、専門職大学、専修学校、オンライン学習サービス、政府機関が提供し

ているインターネット情報 (ウェブサイト) 

• 収集手法 

o 検索方法 

1) IID プロジェクトを行う上で関連性のある以下キーワードを抽出し、

キーワード検索 (複数組み合わせ、自然言語検索含む)を実施。 

2) ChatGPT や Copilot で抽出された学校、教育機関などの概要・リスト

よりデータ元を参照。 

3) Google Chrome での検索から抽出された教育機関の URL を参考に、

それぞれの学校のウェブサイトを参照 

4) 大学、専門職大学、専修学校、オンライン学習サービスウェブサイト、

経済産業省、厚生労働省など既存の教育機関、及び政府機関が提供す

る情報を参照。 

5) IID プロジェクト (カリキュラム開発) の参考になるシラバス、カリ

キュラム、事例等で参考になりうる情報を選定 

• 評価基準 

o 情報の信頼性 



   

 

   

 

o 実在する大学 (大学院は除外) 、専門職大学、専修学校、オンライン学習サ

ービス提供企業、政府機関等が提供している情報であること。(大学院は含

まない) 

• 情報の客観性 

o IoT、UX デザイン学科やカリキュラムに関連したデータ 20 種類以上を選

定できていること。 

o 2 名以上で情報収集しレビューを実施。 

o IID プロジェクトは地域性を考慮する必要もあることから、熊本県・九州の

学校も調査対象に含めること。なお、地域内で偏ることにならないよう、キ

ーワードや自然言語検索などから IID プロジェクトで参考になりうる教育

機関として幅広く全国から抽出し、客観性を担保すること。 

• 情報の有用性 

o 2024 年 11 月時点の教育機関による最新ウェブサイト情報を採用 

o 政府機関の情報は 2019 年以降の研究会等の内容を採用 

 

2. デスク調査 B：企業に必要とされているスキルやニーズの調査 

調査対象 

• IoT 事業者・UX デザイン事業者に関する情報や関連したサイト・人材募集サイト、

政府機関サイト 

調査期間 

• 2024/11/4 - 2024/11/19 

調査方法 



   

 

   

 

• 情報源の設定 

調査を行うにあたりプロジェクト関係者等へ事前ヒアリングを実施。調査で明らか

にしたいことをシートにまとめ、それらを調査すべく以下のツールを活用し情報選

定を実施した。 

• 今回使用したツール 

o Google Chrome (キーワード検索) 

o ChatGPT-4o (無料版) 

o Copilot (GPT-4 アーキテクチャ版) 

o IoT 事業者・UX デザイン事業者に関連するインターネット上で公開されてい

る情報、企業ウェブサイト・人材会社ウェブサイト、政府機関ウェブサイト 

• 収集手法 

o 検索方法 

1) IID プロジェクトを行う上で関連性のある以下キーワードを抽出し、キー

ワード検索 (複数組み合わせ、自然言語検索含む)を実施。 

2) ChatGPT や Copilot で抽出された今後の成長分野、IoT/UX デザインに関

連した情報などのリストからデータ元を参照。 

3) Google Chrome での検索から抽出された政府機関や企業のコラム、人材

紹介会社等で提供されている情報を参照。 

4) IoT 事業者・UX デザイン事業者に関連するインターネット上で公開され

ている情報、企業ウェブサイト・人材会社ウェブサイト、独立行政法人情

報処理推進機構、経済産業省、総務省など政府機関が提供する情報を参照。 

• 評価基準 

o 情報の信頼性 

o 実在する大学、企業、政府機関の情報とすること。 



   

 

   

 

• 情報の客観性 

o 大学、企業、政府機関による今後必要となるスキルや人材に関連したデータ 20

種類以上を選定できていること。 

o 2 名以上で情報を収集しレビューを実施。 

• 情報の有効性 

o 大学、企業によるデータは 2023 年以降の最新情報を採用 

o 政府機関による検討会等のデータは 2017 年以降を採用 

 

3. オンラインインタビュー調査：企業/自治体対象 1 対１インタビ

ュー調査 

調査概要・方法 

1 対 1 のオンラインインタビュー  

ツール Google Meet を活用 

調査期間 11/21 (木) ~ 12/4 (水)  調査時間 60 分 

調査手法 1 対 1 のオンラインインタビュー (2 企業のみ、3 名ずつ参加) 

(モデレーターが対象者へ質問をしながら会話の中で相手の考えや具体

事例を聞き出す手法) 

実査の詳細 前半 (40 分) 対象者の背景・事業の現状/課題・ニーズ等の確認 

自己紹介、事業内容、採用の課題、IoT/UX デザイン関連、学生と一緒に

やってみたいことの確認 

後半 (15 分) コンセプトチェック 「必要スキル確認リスト」の確認 



   

 

   

 

「必要スキル確認リスト(全１０項目)」を対象者に画面上で見てもらい、

必要なスキルにチェックを入れてもらう。リストにないスキルは追記し、

選んだ理由も併せて確認 

調査対象者概要 

インタビュー参加者数 15 名  

参加企業、自治体数 10 企業、１市  (合計 11) 

熊本県：8 企業・１市/ 中国地方：1 企業 /東京都：１企業 

事業分野 IT 業:７社 / 卸・小売業：２社 / サービス業：１社  

自治体：１市 

 

 

 

 

 



   

 

   

 

調査結果 

デスク調査 A：IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査 

 

 

 



   

 

   

 

 



   

 

   

 

 

 

 

調査レポートは以下を参照： 

[IID] IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査 

情報源 (調査資料リスト) 

[IID] IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査_情報源リスト - 国内の学

校/オンライン  

https://drive.google.com/file/d/17A4SfWeQ7kZA8CUQ6t-zf1xd09681lEQ/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Y-RhDf-uy2p_gQo4sXp02dvu7mrULH79/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1Y-RhDf-uy2p_gQo4sXp02dvu7mrULH79/view?usp=drive_link


   

 

   

 

[IID] IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査_情報源リスト - 海外の学

校 

 

 

デスク調査 B：企業に必要とされているスキルやニーズの調査  

https://drive.google.com/file/d/1EFaOe-x2dIn0UKNqnpp4f3vIcki9ZWe3/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1EFaOe-x2dIn0UKNqnpp4f3vIcki9ZWe3/view?usp=drive_link


   

 

   

 

 

 

調査レポートは以下を参照： 

[IID]企業に必要とされているスキルやニーズの調査 

[IID]企業に必要とされているスキルやニーズの調査 情報源リスト 

 

https://drive.google.com/file/d/1rtOveXW4-icKcoRwbGU8fJnlPiANHtYG/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1MYm9OX7DioJKqBJS7NmlRQUXBsS5UsvM/view?usp=drive_link


   

 

   

 

オンラインインタビュー調査：企業/自治体対象 1 対１インタビュー

調査 

 

 



   

 

   

 

 

 



   

 

   

 

 

 



   

 

   

 

 

 

 

 

調査レポートは以下を参照： 

[IID] オンラインインタビュー調査 

 

https://drive.google.com/file/d/1T5ewzSXP6FznimKwifUVOnBIn9RiLUr7/view?usp=drive_link


   

 

   

 

調査結果の活用について 

A: IoT・UX デザイン教育の現状把握・事例調査結果の活用 

 IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発を行う上で、既存の様々

な教育機関の事例や既存のカリキュラム/シラバスを参考にし、専修学校ならではの視点で

新たな教材やカリキュラム開発に活用する。特に IoT と UX デザインを統合的に学べる学

科は既存の専修学校ではほとんどないことから、他校と差別化も可能であり、具体的な IoT

と UX デザインを統合的に学び、最終的に PBL などで実践できるようなカリキュラム開発

に繋げる。 

B: 企業に必要とされているスキルやニーズの調査結果の活用 

IoT イノベーションデザイン学科新設のためのカリキュラム開発を行う上で、卒業後の出

口戦略の検討が必要。今回の調査結果を元に、特に今後の日本で様々な分野で人材不足が想

定されている中で、より社会や企業が求めるスキルやニーズを把握することで、卒業後を想

定し、より即戦力として様々な分野で活躍できる IT 人材の育成につながるカリキュラム開

発を実現に繋げる。 

 

オンラインインタビュー: 企業/自治体対象 1 対１インタビューの調

査結果の活用 

デスク調査の結果からから見えてきた仮説を基に、地元企業や自治体に直接インタビュー

でリアルな現場での課題やニーズを把握することで、IoT イノベーションデザイン学科新

設のためのカリキュラム開発を行う中で、どのような分野において IoT が今後必要とされ

ているのか、どのようなスキルを持った人材が必要とされているのか、これらのニーズに合

わせたカリキュラム開発へ繋げる。また、地元企業において、現時点では必要はなくても、



   

 

   

 

将来的には必要となりうるスキルなども伺うことで、専修学校で、IT 技術だけを教えるの

ではなく、社会人としてコミュニケーションスキルなどを含めた、卒業生が企業へ就職する

際に必要とされているスキルを併せ持った状態になるような教育プログラムの開発に繋げ

ていく。なお、PBL での協業の可能性などもインタビュー時に打診することで、産学連携の

実現も視野にカリキュラム開発を進めていく。 
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